
《重点取組項目》 〇成果　●課題

・ノー会議デイには、緊急対応が必要な会
以外は入れないことを徹底する。
・会議日程の変更により、学部会の時間確
保するとともに、休憩時間を確保する。
・会計年度任用職員の雇用を継続し、教員
が本来業務に集中できるようにする。他の業
務についても検討する。
・互いが積極的に声を掛け合い、学部や分
掌部内の連携や情報共有を図る。
・コロナ対策も合わせ、職員会はZOOMの活
用を基本とする。
・メンタルヘルス研修（細木HP地域出前事
業を活用）は、11月実施予定。自身の心の
健康状態について配慮できるようにする。
・職朝は行わず、連絡事項はグループウエ
アを活用する。（1日1回は、各自が必ず確
認する）
・多くの職員が参加できるように開始時間等
を含め検討していく。

B

コロナ禍の清掃・消毒業務については会
計年度任用職員等への業務分担により、
教員の負担増は少なく抑えることができ
た。
①【ノー残業デイの実施率100％】➡実施
率95.8％「決められた時間にほぼ退勤」
と回答　放送がなくても退勤できるように
なっている。
・会計年度任用職員を4人雇用：清掃業
務、消毒業務、事務補助
②【アンケートによる教員の肯定的評価
70％以上】➡肯定的評価77.1％「時間確
保につながった」と回答
　否定的評価22.9％「つながらなかった」
と回答。まだ業務偏りがある
③【ラジオ体操週２回以上参加率50％以
上】➡参加率35%：17/48人
・メンタルヘルス研修の実施

・工夫されているのは分かるが、内部の
ことは分かりにくい。

・引き続き専門性の向上度を図る指標として
活用し、自己研修等に取り組む。
・ミニ研修会は、点字と情報にしぼり実施す
る。ニーズに応じたグループ分けにより、活
用度の高い研修とする。
・教材報告会は、冬期休業中に実施する。
多くの教材が出され、多くの教員が参観でき
るように工夫する。
・他の理療科教員も助言、協力に関わる場
面を設定する。

B

各自の専門性向上に向けた取組や、点
字指導、ＩＣＴ活用に向けたニーズに応じ
た研修会の実施、理療科教員による支援
体制の拡充により、専門性の向上に繋げ
ることができた。
①専門性の向上【各教職員の目標達成
率80％以上】➡専門性向上率69.7%
（30/43人）自己評価が向上。
〇年3回（4.9.1月）自己評価を実施（4月：
2.4）から（1月：2.7）0.3向上
②情報機器等の専門性の向上を図る。
➡PC等活用率87.5％
③全盲児童生徒への指導・支援の充実
を図る。➡肯定的評価100％

・教員の専門性には、例えば、ぬり絵の
塗り残しの部分等から、見え方への支
援のアドバイスをいただいくなど、専門
的な意見をたくさんいただいている。
・盲学校の専門性チェックリストは、見
える化されているので参考になる。

《学校評価アンケート・関連項目》
教員の専門性と指導への活用の肯定
的評価：生徒100％、保護者94.2％、教
職員100％

・子どもと向き合う時間の十分な
確保に向けて継続した取組が必
要である。
・新しい視点で取組をさらに推進
していくためには、教職員が「働き
方改革」についてディスカッション
や具体的な提案を行える機会を
定期的に持つことができるよう検
討していく必要がある。

コロナ禍において地域との直接的なかか
わりや大会等への参加は減少したが、作
品展等への出品やオンラインリモートを
活用した交流及び共同学習の取組が進
んだ。
①【各学部・舎年間2回以上実施】
➡オンライン交流の実施：19回（8校：中
四国盲学校、居住地校など）
・【舎】点字ブロック啓発旗掲示、公園清
掃（生徒会・作業学習）
②【児童・生徒の満足度80％以上】
➡生徒の満足度33.3％（1/3人）
③【小学部以上各児童生徒2回以上】
➡作品展等出品（参加）数：58（一人当た
り3.05回）
④➡・小学部：ボッチャを実施
・中高等部：オリパラの取組「I’m
POSSIBLE」教材の活用

・オンラインでの交流ができたのはよ
かったが、実体のない画面越しは分か
りにくいので、できれば元通りの活動に
戻していくことが必要だと思う。
・教員の研修はオンラインでどんどん
やったらいい。
・声と点字の図書館は盲学校と協力で
きることがあると思うので、プログラム等
考えていきたい。
・学校と地域が日頃から情報共有・交
換をすることが必要だと思う。

《学校評価アンケート・関連項目》学校
行事、クラブ活動への肯定的評価：生
徒50％、保護者76.5％、教職員77.1％

・オンラインでの学習・活動のメ
リットを最大限活用するとともに、
視覚障害の幼児児童生徒にとっ
て必要な実体験や活動について
は、コロナ禍においても工夫しな
がら取り組んでいく必要がある。
・地域との連携や公共施設の利
用等について、従来の発想にとら
われず柔軟な考え方、取組を
行っていく必要がある。
・キャリア教育の一環として、個々
の実態に応じた情報活用能力の
育成に向けた取組が必要である。
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《現状》ノー残業デイの実施や、休憩時間の確保等の
取組は進んできたが、一層の推進のために発想を転
換した取組が必要である。
①ワークライフバランスがとれた働き方を目指す。
【ノー残業デイの実施率100％】
②勤務時間中に教材研究等に取り組む時間を確保
する。【アンケートによる教員の肯定的評価70％以
上】
③教職員の健康推進を図る。【ラジオ体操週２回以
上参加率50％以上】

〇ノー残業デイ（水曜日）17時15分退
勤の徹底
〇休憩時間の確保
〇会議の精選（職員会等の回数見直
し）
〇会議時間等短縮のためのＩＣＴ機
器の活用
〇教員の業務内容の精選と事務職
員、会計年度任用職員等との役割分
担
〇メンタルヘルス研修の実施
〇始業前ラジオ体操放送の実施

C

C

〇ノー残業デイはほぼ実施できているが、目
に見えた業務量の削減にはつながっていな
い。
〇職員会を１カ月に１回➡２カ月に１回とし
た。職員への周知は図れている。（６月からは
ZOOMを活用）
●学部会の時間短縮が難しく、休憩時間が
確保できていない。
●臨時で会議を設けることもある。また、会議
時間35分は協議する時間が少なく、支障が
出た点もある。職員同士の連携を丁寧に行
い、情報共有や業務負担を分け合うことが求
められる。
〇会計年度任用職員を雇用し、清掃等を
担っていただいた。教員のコロナ対策に伴う
新たな負担が軽減され、本来業務に集中でき
た。
●始業前のラジオ体操は受入準備のために
参加が難しい教員も多い。参加者増を目指
し、開始時間を5分遅らせた。
〇参加者は１３～１５名で固定化されつつあ
る。
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文化・芸術・ス
ポーツ活動と地
域連携・地域貢
献の推進を柱とし
た自己肯定感、
自己有用感の向
上

《現状》地域・社会と連携した教育活動が意図的・計
画的に十分には行えてない。盲学校の認知度も高
まってきてはいるが、生徒数確保のためにも更に高
めていきたい。

①地域貢献・地域連携に向けた教育活動を推進す
る。【各学部・舎年間2回以上実施】
②2020こうち総文成功に向けて学校全体での取組を
推進する。【児童・生徒の満足度80％以上】
③スポーツ大会、コンクール、作品展等への出場、出
品を推進する。【小学部以上各児童生徒2回以上】
④オリンピック、パラリンピックへの興味・関心を高め
る。【取組率100％】

〇各学部等での年間計画に基づい
た工夫のある取組の推進

〇こうち総文校内実行委員会設置と
取組状況の校内共有

〇大会、作品展等実施の周知、年間
指導計画への位置づけ
〇部活動の活性化

〇体育等の授業でのオリンピック、パ
ラリンピックに関する単元の実施

C

〇西庁舎等への理療科臨床校外実習を実施
予定である。地域貢献とともに視覚障害教育
等の理解・啓発を進める。
〇来年度、養護教諭の会で、視覚障害をもつ
児童生徒への理解啓発と支援等について話
す場がもてるようになった。
〇こうち総文への図工作品（小学部４/５名）、
学校紹介ビデオ、共同作品等を出品した。生
徒が協力し、主体的に取り組むことができ、得
るこも大きかった。
〇校内音楽発表会を開催し、拍手をもらうこと
で児童の達成感につながった。
●1学期は体育・文化的行事の中止が多かっ
た。運動会については2学期に学部ごとで行
う。

・「点字ブロック啓発用のぼり」を敷地周囲に
掲揚するなど、現在の校内資源を積極的に
活用し、コロナ禍であっても非接触型の地域
貢献・地域連携に向けた取り組みを継続的
に進めていく。
・部活動は、早急に実施できるように周知す
る。また、活動日が実態と合っていない部活
動については、校内の規定を変更するなど
対応していく。
・コロナ禍における幼児児童生徒の文化ス
ポーツの発表の場の確保に向けては、まず
は、校内を基本としながらも、可能な範囲で
校外開催のものにも参加するとともに、新た
な参加方法や場の確保を模索する。
・作品発表の場として学校ホームページを
積極的に活用する。
・中普のオリ・パラ学習は「I'm POSSIBLE」の
教材を使用し3学期に計画している。

C

〇学習指導略案、授業評価表の統一化と学
部研での周知を行い、各自1回の公開授業と
前後の研究協議に取り組んでいる。
〇「授業づくり・授業改善」をテーマとした研修
会を行った。授業改善に向けた具体的なイ
メージを持つことができた。
●寄宿舎の支援評価表は、活用や評価方法
について多様な意見があり、再度作成するこ
とになった。
〇授業評価アンケートを実施し、児童生徒の
理解度や満足度を図った。結果と対応は、教
員間や生徒と共有し、授業改善に生かしてい
る。

・教育課程研を活用し、授業改善シートの活
用方法を再度周知するとともに、主対深の
学びの具体的な場面について学ぶ場とし、
授業改善につなげる。
・寄宿舎の支援評価表については、項目や
評価方法などを再度検討し、速やかに実施
する。
・実践集録については、各学部周知済み、2
月完成予定である。
・生徒の実態に合った教育課程の実施につ
いて、必要な検討を適宜行う。また、観点別
評価について周知を図る。
・授業評価アンケートの実施期間を定める。
（一人が１担当授業以上）

B

統一した様式の学習指導略案や授業評
価表を使った授業改善のＰＤＣＡサイク
ルでの取組が一定推進した。授業評価
表をツールに、授業改善について協議が
できている。
①【授業評価表を使った公開授業実施
率100％】➡授業実施率100％
②【児童生徒の肯定的評価80％以上】
➡児童生徒の肯定的評価100％（そう思
う50％　ややそう思う50％）
〇外部講師による授業研究会をオンライ
ン研修にすることで研修会数が増加
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善の推進

《現状》主体的・対話的で深い学びの視点での授業
改善を個々の取組から全校の取組として進める仕組
み作りが必要である。

①学校全体、各学部での「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向けた授業改善の取組を推進する。【授
業評価表を使った公開授業実施率100％】
②幼児児童生徒の授業満足度を向上させる。【年度
末アンケート：児童生徒の肯定的評価80％以上　】

〇ＰＤＣＡサイクルでの授業評価表を
使った授業改善の取組実施
〇寄宿舎のおける支援評価表の作
成
〇実践集録の作成（学校全体、各学
部等での授業改善、指導方法改善の
取組）
〇外部講師招聘による授業研究会の
実施

〇各学部等での授業後の児童生徒
へのアンケート等を活用した取組実
施

B

年度末評価　【C】 見直しのポイント　【A】

・今年度の反省をもとに授業評価
表をバージョンアップさせ、より効
果的な授業改善につながるツー
ルとなるようにする。
・来年度から導入される児童生徒
用ＰＣの活用等を進め、ＩＣＴの活
用推進により児童生徒の主体的・
対話的で深い学びを実現する授
業となるよう授業改善に取り組む
必要がある。
・授業でのＩＣＴ活用については、
指導者のスキルや児童生徒の実
態により、活用頻度に差があるた
め、活用に向けた実践例の情報
収集及びその共有が大切であ
る。

・子どもの発達を見逃さず得意を大きく
伸ばしてくれることを期待している。
・伸びているお子さんはたくさんいる。
子どもに応じた対応をして、盲学校に
入ったらこんなに伸びますよと言える学
校になってほしい。
・先生方は一生懸命対応してくれてい
る。しかし、ライフステージに応じた視
点や視覚障害プラス重度重複障害の
視点も必要だと思う。

《学校評価アンケート・関連項目》授業
改善への取組の肯定的評価：保護者
82.4％、教職員95.8％

学校関係者評価
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個々の幼児児童
生徒の指導に生
かすことができる
視覚障害教育の
専門性の向上

《現状》昨年度は、視覚障害教育の専門性の可視化
を行い、それぞれの教員が専門性の向上に努めるこ
とができた。障害の多様化により幼児児童生徒の指
導・支援に必要とされる専門性が一律ではなく、日々
の学習活動に十分生かし切れているとは言えない。
①担当幼児児童生徒の指導・支援充実に向けた教
員一人一人の専門性の向上を図る。
【各教職員の目標達成率80％以上　】
②幼児児童生徒の情報活用能力の育成に向けたコ
ンピューター等の情報機器や教材等の効果的な活
用について専門性の向上を図る。【各教員・寄宿舎
指導員の授業等での活用率100％】
③全盲児童生徒への指導・支援の充実を図る。
【研修会後のアンケート：肯定的評価80％以上】

〇年3回の自己評価と目標設定に基
づく意識的な取組の推進
〇専門性向上に向けたミニ研修会の
実施

〇ＩＣＴ機器等活用研修会の実施
〇授業でのＩＣＴ機器等活用事例の
交流
〇教材報告会の実施

〇理療科教員の支援体制の拡充
〇全盲児童生徒の授業づくりについ
ての研修会の実施

B

〇専門性アンケートを年度当初に実施し、自
己目標を設定するとともに、当初面談で確認
を行った。
〇ミニ研修会実施に向けたニーズ調査を行
い、その結果に基づく企画を行った。
〇ZOOM、iPad、3Dプリンターの研修会を実
施し、教員のICT機器の活用能力向上につな
がっている。
〇３名の理療科教員が授業に入り、助言、協
力することで、児童生徒の学習手段が充実し
てきており、視覚障害の専門性の向上に貢献
している。

《６つの基本方針》
　　①チーム学校の構築
　　②厳しい環境にある子どもたちへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実
　　③デジタル社会に向けた教育の推進
　　④地域との連携・協働
　　⑤就学前の教育
　　⑥生涯学び続ける環境づくりと安全・安心な教育基盤の確保
《6つの基本方針に関わる横断的な取組》
　　➊不登校への総合的な対応　　　➋学校における働き方改革の推進
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夢に向かって「自らまなび」「社会とつながり」「たくましくあゆむ」 生きる力を育てます

（１）【知】　「自らまなぶ」　　主体的、意欲的に学び続けることができる幼児児童生徒

（２）【徳】　「社会とつながる」　周りの仲間とのつながりを大切にし、社会参加できる幼児児童生徒

（３）【体】　「たくましくあゆむ」　自ら障害に向き合い、自己実現に向けて積極的に行動できる幼児児童生徒

（評価　A:目標を十分に達成　　B:ほぼ目標を達成　　C:やや不十分　　D:改善を要する）

中間評価後の取組内容【P・D】

・専門性の自己評価アンケートに
より、教員が専門性が低いと感じ
ている項目「点字」「」ICTの活用」
については、児童生徒の指導に
直結するので、研修等で補ってい
く手立てが必要である。
・特にＩＣＴ活用については、教員
間でスキルの差が大きいので、
ニーズやスキルに応じた研修会を
実施していく必要性がある。
・点字については、日常的に点字
を使用している教員等からサポー
トを受けやすい体制等について
検討していく。

項目 取組ねらい　【P】 現状と目標【評価指標】 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】

高知県立盲学校

《高知県
の教育の
基本理

念》

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材 《

目

指

す

べ

き

姿

》

学
校
像

視覚障害教育の専門性を発揮し、
                             生きる力を育む確かな教育を推進する学校

（１） 一人一人が確かな学力と専門技術を身に付け、社会参加と自立に向けて学ぶ意欲を持てる学校
（２） 一人一人の人権が尊重され、安心して学習・生活ができる環境が整った学校
（３） 地域のニーズに応える、視覚障害教育のセンター的機能を発揮する学校
（４） 教職員一人一人が教育公務員としての自覚と誇りを持ち、切磋琢磨、協働しチームとして教育に取り組む学校
（５） 幼児児童生徒、保護者、地域、県民から信頼、必要とされる社会に開かれた学校

目

指

す

べ

き

姿

の

実

現

に

向

け

た

取

組

の

概

要

「100年目へのチーム高知盲の新たな一歩！
　　　　　　　　　　　～高めよう専門性、広めよう地域・社会に～」

　　　　　　　令和2年度キーワード　『いい授業しよう！』

◆視覚障害教育の専門性を高めるための方策として、「専門性の可視化」に取り組み、その活用により
教員一人一人、学校・チームとしての専門性の向上を図る。
◆「生きる力」育て、共生社会の実現に向け、学校近隣地域との連携を一層進め、地域・社会と連携した
教育活動を推進する。
◆在籍する幼児児童生徒に対して盲学校としての責任を果たす教育を行うため、一貫性のある指導・支
援の充実と、専門性（教科・視覚障害教育）に基づく「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
改善に取り組む。
◆やりがいを感じ、ワークライフバランスが取れた働き方ができる職場作りに取り組む。

　

《取組の
方向性》


